
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

笑顔であいさつ元気よく       校長 西村 雅司 

昨年11月に亀岡市西部地区民生委

員児童委員協議会が本校のフェンスに

『笑顔であいさつ元気よく』と書かれ

た看板を設置されました。 

毎朝、校門に立って児童を迎えてい

ます。元気よくあいさつをする声が聞

こえてきます。中には、立ち止まって

目を合わせて「おはようございます」

とおじぎをする児童もいます。私もな

るべく一人一人と目を合わせてあいさ

つができるように心がけています。児

童から笑顔が返ってくると心のエネルギーが上がります。 

 あいさつの「挨」の字は、『アイ』の他に『お(す)』『ひら(く)』とも読みます。

相手の心を開くという意味があるそうです。また、「拶」は、『サツ』の他に『せ

ま(る)』とも読みます。挨拶（あいさつ）とは、自分の心を開くことで相手の心を開

かせ、相手の心に近づいていく積極的な行為と言えます。あいさつには、「あなた

のことを認めています。これから仲良くしていきましょう。」という意味が込めら

れているのです。 

あいさつを交わし合うことから相手への理解が

はじまり、大切に思う気持ちが育まれ、更にお互い

を知ることで自他を尊重することにつながってい

くのだと思います。 

歩道の植え込みを整備しました 
運動場入り口前にある桜の下の植え込みを花壇

に整備しました。散歩の時や、車中からきれいな花

が見えるようにと、６年生が花を植えました。順調

に育てば夏以降に花が咲く予定です。 

  

 

令和３年７月号 

「は」 （はきはき話し、あいさつする子） 

「た」 （たのしく遊び、勉強する子） 

「の」 （のびのびと元気に、がんばる子） 

 

 

 

 

めざす 

児童像 

マスコットキャラクター 

 

＜はたのちゃん＞ 

 


